
（別紙３）

～ 令和　7　年　1　月　31　日

（対象者数） 23 （回答者数）
22

～ 令和　7　年　1　月　31　日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
それぞれの活動場所がもう少し細かく区切れるよな環境づく

りができるようなっ取り組みを行っていきたい。

2
カードの種類、感覚グッズなど増やしひとり一人が充実した

活動が送れるように取り組んでいきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
情報収集を行い安全に活動できる場所や社会資源を見つけて

活動できるようにしていく。

2

3

○事業所名 　のんびりハウス

○保護者評価実施期間
令和　6　年　4　月　1　日

○保護者評価有効回答数

令和　6　年　4　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

長期休暇中の活動が固定化されてしまう。

活動時間が長いので平日はできない活動を取り入れたいが、情

報収集不足でいつも決まった場所での活動になってしまう。

（児童の安心、安全な場所）

開所当初から構造化に取り組んでおり、児童が安心して過ごせ

る環境づくりを目指して常に改善を行っている。

児童ひとり一人の特性に合わせて個別課題の作成を行ってい

る。

児童が自分の気持ちを適切に伝えることができるように絵カー

ドやPECSを使って支援を行っている。

児童の理解度に合わせたカードや興味のありそうな物を組み合

わせたPECSの作成を行ている。

事業所における自己評価総括表公表


